
学習者には自身が好む学習方略が存在する。学習支援者が種々の方略を知り、学習者に提示することには意義がある。本研究によって、

学習方略の 1 つとしての Active Book DialogueⓇ（以下、ABD）の有用性、効果が確認できれば、学習者が選択する学習方略の幅が広が

り、学習者にとって認知領域の学びに有用であるのみならず、学習者個人のメタ認知能力の向上や自己主導型学習能力の育成に寄与すると

ともに、協働によるチームの意義が理解されるものと期待される。 
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